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図１ サル大脳皮質における２光子イメージング（A）

と符号化モデル解析（B, C） 

 
 物体はその材質に従い固有の視覚的表面特徴（テ

クスチャー）を持ち、視覚認識や視覚に基づく行動

にとって重要な情報となっています。テクスチャー

の知覚には大脳皮質側頭葉経路が重要な役割を果た

します。本研究では、２光子カルシウムイメージン

グ手法を用いて、多数の神経細胞の活動を同時に記

録することにより、側頭葉経路第一段の V1 野と中期

視覚野であるV4野におけるテクスチャー情報の処理

過程を調べています（図１）。 

 この研究においては、自然情景を映した動画を動

物に提示し、その際の神経細胞の反応（カルシウム

反応）を記録します（A）。次に、その反応を再現で

きるような神経回路モデルを作成します（B）。この

神経回路モデルが十分な精度で、動物の神経細胞の

反応を模擬できるようであれば、そのモデルに統制

された様々な視覚刺激（例えば、傾きや粗さを変化

させた縞模様）を入力し、その出力を調べることで、 

 

 

 

 

問題としている細胞の性質（どの

ような傾きの情報を送るか、どのような粗さのフィ

ルターとなっているかなど）を系統的に調べること

ができます（C）。本研究においては、まずその手法

を確立しました（論文３）。 

 この方法を V1 野と V4 野の神経細胞に適用したと

ころ、V1 野では方位・空間周波数のような単純な画

像特徴が主に検出されているのに対し、V4 野ではよ

り複雑な特徴（方位フィルター間の相関など）が抽

出されていることが判明しました（学会発表１、２）。

同様に、色に関する情報処理も V1 野から V4 野に向

けて、反対色表現から限局した色受容野表現への変

換が起きていることがわかりました。テクスチャー

や色という物体の表面特徴が、側頭葉視覚経路にお

いていかに処理されているかが判明しつつあります。 
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